
 



 

ガンジス川でナマステ 

～インド旅行のプライベート写真集～ 

 

 

「ガンジス川で、サリーをきて写真を撮りたい」 

 

そんな思いで、ゆっくりとインド旅行をしました。 

（2008 年 11 月 2 日～19日） 

 

デリー→ベナレス→デリー→アウランガーバード→ 

エローラ→アジャンタ→ムンバイ→エレファンタ島。 

 

周遊のエアーチケット、寝台列車、バスツアーを使って、 

ホテルは安宿、お決まりの節約旅行です。 

 

いろんなところが見れて好きになったインド。 

 

1 つだけ心残りがあるとすれば、 

ガンジス川で沐浴しなかったことかな。 

 

もう 1回ぐらいインドに行くことがありそうなので、 

その時のためにおいておきますね。 

 

ガンジス川、ガート（火葬場）、ムンバイのテロ、、、 

 

写真をまとめていて、楽しい人生にしたいなーって、 

これまで以上に思いました。 

 

 



 

インド到着。関空からデリーまで 10 時間ちょっとでした。 

 

 

デリーの空港。ガンジス川があるベナレスへ移動します。 



 

サモサ（揚げ餃子みたいなもの）。美味しくて安かったです。 

 

 

ガンジス川。沐浴している人が多かったです。 



 

ビンディをおでこにつけて、インドのおしゃれを楽しみました。 

 

 

地元で美味しいと評判のパン屋。早起きしてきました。 



 

ヘナタトゥーでインド女性の仲間入り。すごい模様でしょ。 

 

 

バナーラスヒンドゥー大学にお邪魔。気分は大学生です。 



 

手首につけるバングルとストールを買いました。 

 

 

ガンジス川が見えるホテル。数カ月前から予約していました。 



 

可愛いサリーがいっぱいでした。どれにしようかな。 

 

 

ガンジス川近くのメインストリート。熱気がムンムンでした。 



 

ガンジス川からナマステ。 

 

 

夜のガンジス川。プジャというお祈りをしていました。 



 

行列に並んでいたら、白い粉をおでこに塗られました。 

 

 

マサラ・ドーサにはまりました。すごく美味しかったです。 



 

ほとんど歩いてましたが、どんな感じか乗ってみたかったので。 

 

 

ベナレスから、飛行機でデリーに戻ります。 



イサ・カーンの墓廟。デリーの市内を観光しました。 

 

 

写真を撮ると子どもが寄ってきて、撮影の後はチップを要求。 



 

タージマハールへ日帰り。サリーを着ていると地元の人に大人気。 

 

 

タージマハール内の建物。サリーを着ると雰囲気がでていい感じ。 



 

建物の中は繊細な装飾で、とっても綺麗でしたよ。 

 

 

タージマハール。すごく感動！ 



 

中級ホテルに泊まったので、朝食がついていました。 

 

 

インドのマクドナルド。やはりカレー味のハンバーガー。 



 

日本の友達のおみやげにストールを買いました。 

 

 

デリーで宿泊していたホテル。賑やかな場所でした。 



 

タクシーで空港へ移動しました。次はアウランガーバード。 

 

 

中級ホテルに宿泊。フィットネスジムで汗を流しました。 



 

世界遺産のエローラ石窟群。バスで 1時間ぐらいの距離でした。 

 

 

エローラ石窟群。彫刻がすごく良かったです。 



 

エローラ石窟群をもう 1枚。 

 

 

世界遺産のアジャンタ石窟群。ツアーできました。 



 

アジャンタ石窟群は壁画や彫刻がすごく良かったです。 

 

 

世界遺産ムンバイ駅。アウランガバードから寝台列車で９時間。 



 

マサラ・ドーサが大好物になりました。 

 

 

エレファンタ島に行って、世界遺産の石窟群をみてきました。 



 

タージマハールホテル。10 日遅かったら、テロに遭っていた。。。 

 

 

インド門。ムンバイの市内観光をしました。 



 

ムンバイで宿泊していたホテル。 

 

 

タクシー。何年ぐらいのっているのかな。 



 

博物館。それでは、帰りますね。日本でこんにちは。 
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